
R６年度 第２回実施報告書

テーマ「高校生の居場所（学び）について」

★こんな居場所がほしい！
わたしたちが必要としている居場所はこんなところです。

一般社団法人KOKOさんが開設している、高校生や大学生が探究活動や地域とのつ
ながりの中で交流しながら学びを深める「居場所」です。（50人以上が登録）



令和６年度第２回　松本若者ブレスト　意見交換内容

　①居場所に来てよかったことは？

市長回答

〇運営が楽しいと思えることは、市長の仕事の充実に近い。
大勢の人が楽しむようなイベントを作り、他の人が満足して、楽しんでくれ
て、喜んでいる姿を見ると、やってよかったな、と感じる。

　②みんなが必要としてる居場所って、どんなところ？

市長回答

　③場所や規模は？

　④どんな工夫が必要？

・学校と違い、他校や地域や年齢の違う人と会えて、話ができるのが楽しい。
・ここで事前に探究発表をしたことで、感想や意見も聞けるし、学校での本番でも緊張し
なかった。
・大学生と出会え、将来につながる情報を得ることができた。居場所でのイベントを通し
て、行きたい大学やなりたいものがしっかり見つけることができた。
・イベントの運営に携わったことで、運営をすることが楽しいと思えた。
・色々な人と出会ったことで、自分も変われるし、いろんな世界を知ることができた。人と
のつながりは楽しい！
・他校との交流も、学校を通すとなると段階をふまないといけないが、ここだったら、すぐ
交流でき、知識や経験の幅が広がる。

意見内容

意見内容

・参加自由で、気軽に来れるところ
・学校だとできないこともできる。居場所があることで不登校の人にとっても参加しやす
いのでは。
・イベント情報を得ることができるところ
・会話が自由にできる場所
・学校の先生も忙しいので、相談できるサポーター（大人）がいてほしい。
・初対面同士だと話しずらいので、会話に混ぜてもらえるような、人と人をつなげるコー
ディネーター（大人）がいてほしい。

意見内容

・居場所があっても、チラシだけではどんな場所かわからない。
　宣伝方法を工夫しないと。友達が誘い合って、口コミがあると来やすい。
・ネーミングも大事

意見内容

・場所は学校帰りの道中か、電車通学の人のために駅近くがよいのでは。
・規模は、大きくても小さくても元々興味のある人は利用するのであまり関係はない。
・駅近くでなくても、行きたいと思っている人は行く。どこにあるかではなく、おもしろいと
思ってもらえる場所にすることのほうが重要。行政が考えるには、感覚的なものなので難
しいと思うが。
・大きすぎると学校と同じになってしまうので、小規模で人と人との距離感がある程度近
いほうがよい。

〇皆さんの話から、１.気軽、2.自由、3.小規模が重要ということがわかった。
キーパーソンとなる人がいて、そこで出会えて、知り合いになって、そこから
またつながっていく。皆さんにとって、‟待望の場所”となるように、意見をたく
さん聞きたい。

〇押しつけや強制でなく、自発的に行きたいと思ってもらえるような場所を
作っていきたい。現在ある「児童センター」や「公民館」とかそういうものでも
アプローチを変えると、この場所に近いものができる。

〇皆さんのような学生が自分たちでやろう、運営していこう、とならないと似
て非なるものになってしまうので、ぜひ協力を。

〇市役所内だとこういう話にはならなくて、ソフトも大事だがハードも大事だ
と改めて思った。
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　参加された皆さんからの感想

◎このような機会はほぼないが、居場所を利用していたからこそ今回のブレストにも参加できた。固い雰囲気になると思ったが、いつも利用している場

所だから、自由な雰囲気で発言しやすかった。

◎どういう居場所があったら良いのか、自分自身分からない部分があったが、今回言葉にしたことで、整理することができた。

◎他の人の話が聞けて、自分と同じことを考えているということが分かり、共感性が高まり、今後の活動にもつなげられる。

探究ラボをご利用の皆さん、
ご参加いただき

ありがとうございました♪

「探究」とは、なんでもありなんだ。
探究にゴールはない。人生そのものなんだ。

今日はみんなの色んな話を聞けて、
みんなの居場所に来れてよかったなー


